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⽬的と期待される成果

昨年度採択された「ドレスト光⼦の関連技術推進の為の基礎的数理研究」を更
に発展させるため本共同研究を提案したい。ドレスト光⼦（以下DP）は、
nanophotonics や quantum electronics 分野において、近年急速に応⽤技術
研究の深まりと広がりが顕著になってきた将来性のある研究テーマである。本
研究計画組織委員の⼀⼈である⼤津はDP研究のパイオニアとして多岐に亙る関
連諸研究を⼤きく推進してきたが、そこでの研究の特徴は，理論に先⾏する実
験研究、応⽤技術の急展開に⾒出される。しかし今後，基礎・応⽤研究のさら
なる発展、産業の振興などを展望するためには、理論研究の整備・発展が不可
⽋となる。H29年度はそのための萌芽的研究に着⼿したが、H30年度はこれを
更に系統的組織的に展開し、実験、応⽤を意識しつつ理論研究を⼤きく進展さ
せ、設計・データ分析のためのシミュレーション⼿法などの可能性をも取り込
みたい。理論研究推進に関わる具体的アプローチの⾻格をなすのは、これまで
subatomic スケール以下の量⼦現象でのみ専ら⽤いられてきたoff-shell 概念
を，ナノスケールでの光と物質の相互作⽤の記述に系統的に持ち込むことによ
ってDPの⼗全な記述を可能にするという新しい視点である。昨年度の研究で
は、量⼦場の相互作⽤に伴うspacelike energy-momentum supportを数学的
に記述するClebsch dual (CD) 場が、双対性という切り⼝を通して共形不変性
や保型形式と密接につながることが明らかにされた。保型形式はMellin 変換を
通じてゼータ関数を与える数論の基本概念なので、現代的な数学展開の中核を
なす数論とDPの理論的記述とのこの思いがけないつながりは，ドレスト光⼦に
関わる数理科学の新たな展望を⼤きく切り開く可能性を期待させるものに違い
ない。
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